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今年度要求のポイント

区分
重点

(単位　千円)

4 局・課名 産業振興局・産業政策課
マスタープラン
３つの挑戦

低炭素
マスタープラン

施策番号
4整理番号 15 - 014

大手企業と中小企業との連携促進事業

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

1,050

市内中小企業と大手企業等との連携に向
けた事業実施（ニーズ調査等）

次世代産業育成に向けた市内中小企業と
大手・中堅企業等との連携構築

【経過（～25年度）】 【26年度】

(1)効果的な企業投資促進ツール作成
(2)次世代産業育成に向けた企業間連携の構築(堺市産業振興アクションプラン
プロジェクト)
応用・実用化段階での製品・技術開発や試作・部材提供などに関して、オープ
ンイノベーションによる、大手・中堅企業や大学等研究機関と市内中小企業と
の連携スキームの構築を促す。
①プロジェクトテーマ案（本市産業のポテンシャルを踏まえたもの）
a：臨海部等における環境・エネルギー連携（コンビナート、工業団地の環境
高度化による競争力強化）、b：水素・燃料電池の市場化に向けた部材等研究
開発、c：次世代植物工場を構成する部材・技術の改良、生産物販路開拓
②中小企業・大手企業等連携によるビジネスモデル推進検討会運営委託
市内中小企業の技術力等を活かし、大手・中堅企業や大学等研究機関等と連携
するプロジェクトを検討。管理運営主体は大手・中堅企業や大学等研究機関
等。ニーズ調査、法・制度の把握・整理、取組内容の検討、連携可能性のある
中小企業等パートナーの発掘、実施スキーム・実施工程の検討等。
※参考：２年目以降：実用化・事業化支援（NEDOの国予算活用等）、３年目以
降：コンソーシアムが自立して、実用化、事業化に取り組む。

事業目的

事業内容

企業投資促進ツール作成

その他

23,0975,9454,912

3,000

内容・積算等項目

堺市産業振興アクションプランの目標達成・実現のためには、市内産業に大きく貢献して
いる中小製造業が付加価値の高い技術や部材、素材、製品などを生み出していくことが重
要。本市産業の特性を踏まえた連携テーマ次世代産業育成の取組において、大手・中堅企
業や大学等研究機関等との連携を構築し、その関係を深め、新たな技術や製品を実用化・
事業化していくことにより、市内中小製造業の競争力強化、雇用の拡大、他業種への波
及、地域経済の好循環創出を図る。

25年度予算

75

主な要求内容 （単位：千円）

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

20,024 @9,224千円＋@5,400千円×2件

1,820 堺ものづくり競争力強化推進協議会負担金

中小企業・大手企業等連携ビジネスモデル推進検討会運営

5,945

73

事業実施・社会経済情勢にあわせた事業展
開

【今後（27年度～）】

その他　特記事項スケジュール（経過及び今後展開）

合計 23,097

関連事業

事 業 名 企業立地波及効果誘導事業

3,000

企業投資案件掘り起こしのための調査事業

事 業 費

本事業は、全国でも有数のものづくり企業の集積をはじめ、交通・物流インフ
ラや人材確保面などの立地優位性、企業投資促進施策などを、市内外企業が有
するシーズやニーズに応じて積極的に周知し、立地及び設備投資の動機付けを
行う。臨海部で継続的に進む投資を背景に、大手企業や大学等研究機関と、市
内中小企業との新たなスキームの構築を促し、産業全体の活性化を図る。


